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電
子
版
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

　
２
０
２
４
年
２
月
、
日
本
の
近
代
化
の
転
換
点
と
な
っ
た
日
露
戦
争
の
開
戦
か
ら
１
２
０
年
を
迎
え
る
。
本
書
は

20
年
前
、「
開
戦
１
０
０
年
」
の
節
目
で
読
売
新
聞
が
戦
争
を
多
角
的
に
検
証
し
た
連
載
を
も
と
に
、
２
０
０
５
年
に

中
央
公
論
新
社
か
ら
単
行
本
と
し
て
上じ

ょ
う

梓し

さ
れ
、
２
０
１
０
年
に
内
容
を
一
部
改
め
て
中
公
文
庫
の
一
冊
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
の
ロ
シ
ア
は
２
０
２
２
年
２
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
開
始
し
た
。
今
後
も
先
行
き
が
読
め
な
い
こ
の
国
の

動
向
・
背
景
を
考
え
る
時
に
「
第
零
次
世
界
大
戦
」
と
も
称
さ
れ
た
日
露
戦
争
ま
で
歴
史
を
遡
る
意
味
は
小
さ
く
な

い
。
文
庫
版
が
出
て
か
ら
干え

支と

ひ
と
回
り
以
上
の
年
月
が
た
ち
、
新
た
な
世
代
の
読
者
も
想
定
さ
れ
る
な
か
、「
検
証
　

日
露
戦
争
」
を
改
め
て
電
子
書
籍
と
し
て
世
に
出
し
、
ロ
シ
ア
や
日
露
関
係
に
関
心
を
も
つ
読
者
の
用
に
供
し
た
い
。

　
新
聞
が
伝
え
る
「
歴
史
」
は
、
そ
の
時
点
の
視
座
に
立
っ
た
総
合
的
な
分
析
に
基
づ
く
叙
述
、
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ

る
。
本
書
は
２
０
１
０
年
の
時
点
で
日
露
戦
争
を
総
括
し
た
歴
史
観
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。
登
場

す
る
方
々
の
肩
書
を
含
め
、
基
本
的
に
文
庫
版
の
記
述
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
政
治
外
交
史
が
専
門
の
横
手
慎

二
・
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
（
当
時
）
の
特
別
寄
稿
「
日
露
戦
争
の
歴
史
的
意
義
」
も
再
録
し
た
。
掲
載
を
快

諾
し
て
い
た
だ
い
た
横
手
氏
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
本
書
の
執
筆
者
で
あ
る
先
輩
記
者
諸
氏
に
は
鬼
籍

に
入
っ
た
方
も
い
る
。
そ
の
志
を
受
け
継
ぎ
、
電
子
書
籍
と
し
て
残
す
こ
と
で
、
次
の
世
代
の
歴
史
学
・
地
政
学
的

理
解
に
役
立
つ
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
る
。
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本
書
は
、
二
〇
一
〇
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
中
公
文
庫
「
検
証
　
日
露
戦
争
」
を
、
電
子
書
籍
化
し
た
も
の
で
す
。
肩
書
・
年
齢
等
は
、『
読
売

新
聞
』
連
載
（
二
〇
〇
四
年
一
月
二
十
八
日
～
二
〇
〇
五
年
五
月
二
十
七
日
）
当
時
の
も
の
で
す
。
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序
　「
第
零
次
世
界
大
戦
」
と
し
て
の
日
露
戦
争

地
政
学
的
現
実

　
雨
上
が
り
の
雲
の
切
れ
間
か
ら
、
対
岸
に
朝
鮮
半
島
の
山
々
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
双
眼
鏡
を
覗の

ぞ

く
と
、
沿
岸
を

走
る
大
型
船
の
マ
ス
ト
の
上
で
旗
が
ひ
ら
め
い
て
い
る
の
さ
え
、
は
っ
き
り
と
見
え
る
。

　
対
馬

つ
し
ま

列
島
の
北
西
部
、
朝
鮮
海
峡
に
面
し
た
烏え

帽ぼ

子し

岳
の
山
頂
。
韓
国
の
釜プ

山サ
ン

ま
で
は
、
最
も
近
い
と
こ
ろ
で
約

四
九
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
文
字
通
り
「
指し

呼こ

の
間
」
に
あ
る
。「
朝
鮮
戦
争
の
際
に
は
、
砲
撃
の
音
ま
で
聞
こ
え

た
そ
う
だ
」
と
、
郷
土
史
家
の
武
末
裕
雄
氏
（
59
）
は
言
う
。

　
古
く
か
ら
「
防さ

き

人も
り

の
島
」
だ
っ
た
対
馬
は
、
ロ
シ
ア
と
の
か
か
わ
り
も
深
い
。
開
国
直
前
の
一
八
六
一
年
、
ロ
シ

ア
船
が
接
近
し
、
領
地
割
譲
を
求
め
る
事
件
が
あ
っ
た
ほ
か
、
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
前
の
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
～
〇

五
年
）
で
は
、
南
側
の
対
馬
海
峡
が
、
そ
の
帰き

趨す
う

を
決
す
る
日
本
海
海
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
。

　
二
つ
の
海
峡
を
は
さ
ん
で
本
土
と
大
陸
と
を
つ
な
ぐ
対
馬
は
、「
大
陸
か
ら
来
る
外
敵
を
防
ぐ
国
防
の
要
衝
」（
武

末
氏
）
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
き
た
の
だ
。

　
二
十
世
紀
初
頭
の
英
国
の
軍
事
史
家
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
コ
ー
ベ
ッ
ト
（
一
八
五
四
～
一
九
二
二
年
）
は
、
朝
鮮
半
島
と

向
き
合
う
日
本
の
「
地
政
学
的
な
状
況
」
を
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
欧
州
大
陸
の
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
と
英
国
と
の
関
係
に

な
ぞ
ら
え
た
。

　
こ
れ
は
一
九
一
四
年
、
日
露
戦
争
の
「
海
洋
作
戦
」
に
つ
い
て
分
析
し
た
報
告
の
中
で
述
べ
た
も
の
だ
が
、
こ
の

報
告
は
当
時
、
英
海
軍
情
報
当
局
に
よ
っ
て
「
秘
密
文
書
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
最
近
米
国
で
公
刊
さ
れ
る
ま
で
、
一

般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
コ
ー
ベ
ッ
ト
は
、
日
本
の
朝
鮮
半
島
政
策
に
つ
い
て
、
ち
ょ
う
ど
英
国
が
、
北
海
の
「
狭
い
海
峡
を
支
配
す
る
こ

と
で
、
強
大
な
大
陸
勢
力
に
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
を
奪
わ
れ
る
の
を
防
ご
う
と
し
て
き
た
」
の
に
似
て
い
る
、
と
分
析

し
た
。
そ
の
う
え
で
、
日
本
に
と
っ
て
そ
う
し
た
「
大
陸
勢
力
」
と
は
「
一
義
的
に
ロ
シ
ア
」
を
意
味
し
た
と
指
摘

し
、
日
露
戦
争
を
海
洋
国
家
・
日
本
と
大
陸
国
家
・
ロ
シ
ア
と
の
戦
い
と
性
格
づ
け
た
。

　
ま
た
「
大
陸
か
ら
ア
ゴ
の
よ
う
に
突
き
出
た
朝
鮮
半
島
」
の
場
合
、「
陸
上
か
ら
は
攻
撃
し
に
く
い
」
反
面
、
制
海

権
を
握
れ
ば
「
守
り
や
す
い
」
の
が
特
徴
だ
と
し
、
こ
の
た
め
海
洋
国
家
は
、「
そ
の
利
点
を
失
わ
な
い
ま
ま
（
半
島

の
）
領
域
内
に
勢
力
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
日
本
の
朝
鮮
半
島
進
出
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
地
政

学
的
な
現
実
が
あ
っ
た
と
論
じ
た
。

　
日
露
戦
争
は
、
朝
鮮
半
島
と
満
州
（
現
・
中
国
東
北
部
）
を
め
ぐ
る
双
方
の
確
執
が
主
要
な
原
因
と
さ
れ
る
。
特
に

日
本
は
、
ロ
シ
ア
が
南
進
し
、
朝
鮮
半
島
を
支
配
す
る
の
を
安
全
保
障
上
、
最
大
の
危
機
と
し
て
恐
れ
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
鴨お

う

緑り
ょ
く

江こ
う

森
林
事
業
へ
の
進
出
な
ど
を
機
に
、
開
戦
前
年
か
ら
対
露
交
渉
に
乗
り
出
し
た
い
き
さ
つ
が
あ
る
。



　
コ
ー
ベ
ッ
ト
の
分
析
は
、
日
英
同
盟
の
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
っ
た
英
国
が
、
日
本
の
立
場
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
だ
け
で
は
な
い
。
当
時
の
欧
州
列
強
の
軍
や
政
治
の
中
枢
部
で
、
国
家
の
置
か
れ
た
地
理
的
な
状

況
と
外
交
・
安
全
保
障
政
策
と
を
密
接
に
結
び
つ
け
る
地
政
学
的
な
考
え
方
が
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
も
示
し
て
い
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
同
じ
よ
う
な
考
え
方
が
、
日
本
の
政
治
指
導
部
に
も
見
ら
れ
た
こ
と
だ
。
山
室
信
一
・
京
都
大

学
教
授
は
、
日
本
の
「
国
家
独
立
自
衛
の
道
」
は
「
主
権
線
」
と
「
利
益
線
」
と
を
守
る
こ
と
に
あ
る
と
し
た
山や

ま

県が
た

有あ
り

朋と
も

（
一
八
三
八
～
一
九
二
二
年
）
の
名
高
い
意
見
書
「
外
交
政
略
論
」（
一
八
九
〇
年
）
に
は
、
明
ら
か
に
「
地
政
学

的
な
発
想
」
が
あ
る
と
い
う
。

　
山
室
教
授
に
よ
る
と
、
地
政
学
を
最
初
に
日
本
で
体
系
的
に
紹
介
し
た
の
は
、
英
国
で
学
び
、
後
に
駐
ス
ペ
イ
ン

公
使
な
ど
を
務
め
た
外
交
官
・
稲い

な

垣が
き

満ま
ん

次じ

郎ろ
う

（
一
八
六
一
～
一
九
〇
八
年
）
で
、
山
県
の
意
見
書
と
相
前
後
し
て
出
版

さ
れ
た
論
考
「
東
方
策
」（
一
八
九
一
年
）
の
中
で
、
東
西
を
貫
く
鉄
道
網
と
並
び
南
北
を
結
ぶ
「
シ
ー
レ
ー
ン
」
の

重
要
性
を
論
じ
、「
海
洋
国
家
と
し
て
の
日
本
」
を
初
め
て
位
置
づ
け
た
と
い
う
。

　
交
通
や
通
信
、
航
海
術
、
武
器
技
術
な
ど
の
め
ざ
ま
し
い
発
達
に
伴
い
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て

生
ま
れ
た
国
防
理
論─

─

コ
ー
ベ
ッ
ト
の
海
防
論
や
米
海
軍
史
家
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
マ
ハ
ン
（
一
八
四
〇
～
一
九
一
四

年
）
の
海
洋
地
政
学
の
よ
う
な
新
し
い
戦
略
思
想
が
、
こ
の
頃
す
で
に
、
日
本
の
軍
事
・
政
治
の
世
界
で
も
独
自
に

体
得
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　
日
露
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
は
、
長
い
間
、「
帝
国
主
義
戦
争
」
か
「
祖
国
防
衛
戦
争
」
か
と
い
う
不
毛
な
論
争
が
続
い

て
き
た
。
二
〇
〇
四
年
で
開
戦
一
〇
〇
年
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
日
本
の
「
大
陸
進
出
」
の
負
の
側
面
を
こ
と
さ
ら

に
強
調
し
、
日
露
戦
争
と
後
の
太
平
洋
戦
争
と
を
直
接
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
極
端
な
見
方
さ
え
目
立
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
二
十
世
紀
初
頭
の
世
界
で
、
日
本
の
よ
う
な
海
洋
国
家
が
、
大
陸
勢
力
の
浸
透
を
恐
れ
、
海
峡
の
向
こ
う

側
の
安
全
保
障
に
強
い
関
心
を
抱
い
た
の
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
一
世
紀
近
く
も
顧
み



ら
れ
な
か
っ
た
英
海
軍
史
家
の
報
告
か
ら
は
、「
地
政
学
的
な
発
想
」
こ
そ
が
常
識
だ
っ
た
時
代
の
「
世
界
の
実
像
」

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　
日
本
が
置
か
れ
た
地
政
学
的
な
現
実
は
、
一
〇
〇
年
前
も
今
も
、
変
わ
っ
て
い
な
い
。
日
本
列
島
は
、
朝
鮮
半
島

と
い
う
「
匕あ

い

首く
ち

」
を
脇
腹
に
突
き
つ
け
ら
れ
、
そ
の
半
島
の
北
半
分
に
は
、
核
武
装
に
固
執
す
る
北
朝
鮮
が
あ
る
。

　
明
治
の
先
人
た
ち
が
日
露
戦
争
と
い
う
未み

曽ぞ

有う

の
国
難
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
切
っ
た
か
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
「
地
政
学
的
な
発
想
」
と
い
う
当
時
の
時
代
精
神
を
呼
び
起
こ
し
、
そ
こ
に
立
ち
返
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
自
ず
と
、
今
日
の
外
交
や
安
全
保
障
を
新
し
い
目
で
見
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

「
第
零
次
世
界
大
戦
」─

─

最
初
の
総
力
戦
・
消
耗
戦

　
日
露
戦
争
開
戦
直
後
の
一
九
〇
四
年
二
月
、
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
・
ス
カ
ラ
座
で
プ
ッ
チ
ー
ニ
（
一
八
五
八
～
一
九

二
四
年
）
の
オ
ペ
ラ
「
蝶
々
夫
人
」
が
初
演
さ
れ
た
。
長
崎
を
舞
台
に
し
た
こ
の
名
高
い
オ
ペ
ラ
は
当
初
、
日
本
人
に

ハ
エ
や
ク
モ
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
る
か
の
よ
う
に
描
く
な
ど
、
偏
見
に
満
ち
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
翌
々
年
十
二
月
の
パ
リ
公
演
で
は
、
舞
台
は
一
変
し
て
い
た
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
が
自
ら
大
幅
な
改
変
を
行

っ
た
た
め
で
、
現
在
は
も
っ
ぱ
ら
こ
の
改
訂
版
が
世
界
の
舞
台
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
プ
ッ
チ
ー
ニ
に
よ
る
改
変
は
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
締
結
（
一
九
〇
五
年
九
月
）
か
ら
一
年
余
り
、
日
本
が
欧
州
列
強

と
並
ぶ
「
大
国
」
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
。
改
変
の
主
な
動
機
は
初
演
の
失
敗
に
あ
る
と

さ
れ
る
が
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の
岡
村
喬
生
氏
は
「
プ
ッ
チ
ー
ニ
は
当
時
、
日
本
公
使
夫
人
を
通
じ
て
日
本
情
報
を
得
て

い
た
。（
日
本
の
勝
利
を
知
っ
て
）
偉
い
や
つ
だ
と
思
っ
て
、
内
容
を
改
め
た
こ
と
も
あ
り
得
る
」
と
述
べ
る
。

　
二
十
世
紀
最
初
の
大
規
模
な
近
代
戦
だ
っ
た
日
露
戦
争
は
、
同
時
に
近
代
化
途
上
の
ア
ジ
ア
の
弱
小
国
が
初
め
て

欧
州
列
強
を
破
っ
た
戦
争
で
も
あ
っ
た
。

　
横
手
慎
二
・
慶
應
義
塾
大
学
教
授
は
、
こ
の
戦
争
こ
そ
が
「
二
十
世
紀
の
始
ま
り
」
を
画
し
た
と
み
る
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
「
総
力
戦
」「
科
学
技
術
の
戦
い
」
と
い
う
性
格
の
ほ
か
に
、
こ
の
戦
争
を
契
機
に
理
想
主
義
を

掲
げ
る
ア
メ
リ
カ
外
交
の
登
場
、
欧
州
列
強
以
外
の
大
国
・
日
本
の
出
現
と
い
う
、
そ
の
後
の
国
際
秩
序
を
揺
る
が



す
事
態
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
ま
た
従
来
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
～
一
八
年
）
が
二
十
世
紀
の
出

発
点
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
の
歴
史
観
」
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
呈
す
る
。

　
一
方
、
カ
ナ
ダ
・
ブ
ロ
ッ
ク
大
学
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
シ
ン
メ
ル
ペ
ン
ニ
ク
準
教
授
ら
は
、
の
ち
の
第
一
次
世
界
大

戦
を
先
取
り
し
、
そ
の
原
型
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
日
露
戦
争
を
「
第
零ぜ

ろ

次
世
界
大
戦
」
と
呼
ぶ
。

　
二
つ
の
戦
争
の
共
通
点
と
し
て
「
何
万
も
の
兵
員
が
有
刺
鉄
線
と
塹ざ

ん

壕ご
う

と
地
雷
を
は
さ
ん
で
に
ら
み
合
う
」
と
い

う
戦
闘
の
特
徴
な
ど
と
と
も
に
、「
国
内
戦
線
」
の
存
在
を
あ
げ
、
実
際
の
戦
場
と
は
別
に
、
国
内
政
治
あ
る
い
は
世

論
が
生
み
出
す
も
う
一
つ
の
「
戦
線
」
が
、「
戦
闘
と
深
く
結
び
つ
い
た
」
こ
と
に
注
目
す
る
。

　
ロ
シ
ア
で
「
血
の
日
曜
日
事
件
」（
一
九
〇
五
年
一
月
）
が
戦
争
継
続
の
足
か
せ
と
な
り
、
日
本
で
は
ポ
ー
ツ
マ
ス

条
約
に
不
満
を
持
つ
民
衆
が
「
日
比
谷
焼
き
討
ち
事
件
」（
同
年
九
月
）
を
起
こ
し
た
よ
う
に
、
今
や
戦
場
だ
け
で
は

決
着
が
つ
か
な
い
「
二
十
世
紀
の
戦
争
」
が
出
現
し
た
の
だ
。

　
実
は
、
こ
う
し
た
現
象
は
二
十
世
紀
直
前
の
一
八
九
八
年
、
当
時
ロ
シ
ア
領
だ
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
無
名
の

思
想
家
に
よ
っ
て
予
言
さ
れ
て
い
た
。
銀
行
家
・
鉄
道
経
営
者
だ
っ
た
イ
ワ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ホ
（
一
八
三
六
～
一
九
〇
二

年
）
が
首
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
出
版
し
た
長
大
な
書
『
未
来
の
戦
争
』
で
述
べ
た
も
の
で
、
二
十
世
紀
の
戦
争
は

「
人
的
・
経
済
的
資
源
の
消
耗
戦
」
に
な
る
こ
と
を
、
資
料
を
駆
使
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
た
。

　
ブ
ロ
ッ
ホ
は
、
普
仏
戦
争
（
一
八
七
〇
～
七
一
年
）
以
来
の
火
器
の
発
達
な
ど
に
よ
っ
て
、
正
面
攻
撃
に
頼
る
戦
闘

は
過
去
の
も
の
に
な
っ
た
と
断
定
し
た
。
今
後
の
戦
争
は
必
ず
や
「
長
期
化
」
と
「
兵
力
の
消
耗
」、
膨
大
な
「
財
政

負
担
」
を
伴
う
と
し
、
ロ
シ
ア
政
府
を
念
頭
に
、
戦
時
統
制
は
国
民
経
済
を
弱
ら
せ
、
国
内
に
「
政
治
不
安
」
を
引

き
起
こ
し
、
や
が
て
は
「
革
命
の
勝
利
を
招
く
」─

─

と
警
告
し
た
。

　
等
松
春
夫
・
玉
川
大
学
助
教
授
（
国
際
関
係
論
、
当
時
）
に
よ
る
と
、
生
前
「
空
想
主
義
者
」
と
退
け
ら
れ
た
ブ
ロ

ッ
ホ
は
、「
日
露
戦
争
」「
第
一
次
世
界
大
戦
」
を
予
見
し
た
先
駆
者
と
み
な
さ
れ
、
没
後
一
〇
〇
年
を
経
て
「
復
権
」

を
遂
げ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ホ
の
説
に
は
致
命
的
な
誤
り
が
あ
る
。
将
来
起
こ
り
う
る
「
総
力
戦
」
の
相
手
と
し
て
、

あ
く
ま
で
欧
州
列
強
を
想
定
し
、
日
本
に
つ
い
て
は
「
深
刻
な
脅
威
と
は
な
り
え
な
い
。
い
く
ら
海
軍
力
を
増
強
し

て
も
、
ロ
シ
ア
と
戦
争
す
る
こ
と
な
ど
、
思
い
も
寄
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
み
く
び
っ
て
い
た
こ
と
だ
。

　
総
力
戦
の
登
場
や
ロ
シ
ア
帝
国
の
崩
壊
を
見
通
し
、
帝
政
下
の
被
抑
圧
民
族
で
も
あ
っ
た
ブ
ロ
ッ
ホ
で
さ
え
、
わ

ず
か
六
年
後
に
日
本
と
の
間
で
大
規
模
な
近
代
戦
が
起
こ
る
こ
と
な
ど
、
想
像
だ
に
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
戦
争
は
、

当
時
の
世
界
に
と
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
衝
撃
的
な
事
件
だ
っ
た
。

　
日
露
戦
争
は
、
ま
さ
に
「
二
十
世
紀
の
始
ま
り
」「
第
零
次
世
界
大
戦
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
最
初
の
総
力
戦

を
戦
っ
た
当
時
の
日
本
を
、
二
十
世
紀
の
世
界
史
と
い
う
広
い
観
点
か
ら
検
証
し
直
す
動
き
が
、
今
、
内
外
で
始
ま

っ
て
い
る
の
だ
。

新
た
な
史
実
発
掘─
─

一
〇
〇
年
経
て
、
な
お
謎
多
く

　
日
露
戦
争
終
結
か
ら
二
年
後
の
一
九
〇
七
年
八
月
、
後
に
東
京
・
神
田
「
ニ
コ
ラ
イ
堂
」
の
大
司
教
と
な
る
ロ
シ

ア
正
教
の
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
（
一
八
三
六
～
一
九
一
二
年
）
は
、
愛
媛
・
松
山
な
ど
を
訪
問
し
、
各
地
で
多
く
の
ロ
シ

ア
将
兵
の
墓
を
発
見
し
た
。
そ
の
う
ち
島
根
・
隠
岐
島
に
あ
っ
た
一
三
基
の
墓
は
、「
四
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
・
二
メ
ー



ト
ル
）
ほ
ど
の
石
の
表
面
に
十
字
架
と
銘
が
刻
ま
れ
、
一
部
は
傾
き
か
け
て
い
る
が
、
十
分
風
雪
に
耐
え
う
る
立
派

な
も
の
」
だ
っ
た
。

　
地
元
住
民
が
、
敵
国
の
将
兵
の
墓
を
建
て
、
守
っ
て
き
た
の
を
知
っ
た
ニ
コ
ラ
イ
は
、
そ
の
「
親
切
心
」
に
感
銘

を
受
け
、
当
時
の
駐
日
ロ
シ
ア
大
使
に
対
し
、
建
立
に
費
や
し
た
代
価
と
「
感
謝
の
言
葉
」
を
、
ぜ
ひ
日
本
側
に
お

く
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
出
た─

─

。

　
こ
の
逸
話
は
、
ロ
シ
ア
誌
『
イ
ス
ト
ー
チ
ニ
ク
』（
一
九
九
九
年
第
二
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
ニ
コ
ラ
イ
自
身
の
手
紙
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
誌
に
よ
る
と
、
こ
の
手
紙
が
公
開
さ
れ
た
の
は
初
め
て
で
、
ま
た
日
本
側
が
ロ
シ
ア

将
兵
を
「
手
厚
く
葬
っ
た
」
こ
と
を
示
す
史
料
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
自
体
、
ロ
シ
ア
で
は
あ
ま
り
例
が
な
か
っ
た
と

い
う
。

　
日
露
戦
争
で
日
本
側
が
ロ
シ
ア
人
捕
虜
を
寛
大
に
扱
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
文
明
国
家
」

の
仲
間
入
り
を
目
指
し
、
国
際
法
の
遵
守
を
命
じ
た
当
時
の
日
本
政
府
の
方
針
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
松
山
の
収
容

所
で
は
、
捕
虜
は
「
一
等
車
」
で
迎
え
ら
れ
、
読
み
書
き
を
習
い
、「
市
内
を
往
来
」
す
る
こ
と
さ
え
で
き
た
。

＊
こ
の
続
き
は
製
品
版
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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